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平
成
27
年
12
月
定
例
会
が
12
月
１
日
か
ら
12
月
18
日

ま
で
開
会
さ
れ
、
市
長
よ
り
条
例
案
、
補
正
予
算
案
な

ど
16
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選

挙
を
行
い
、
新
し
い
委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
を
可

決
し
ま
し
た
。（
議
案
一
覧
表
に
つ
い
て
は
Ｐ
５
を
参
照
）

　

報
第
10
号
で
は
、
公
用

車
に
関
わ
る
３
件
の
接
触

事
故
と
道
路
管
理
の
不
備

に
よ
る
車
両
破
損
事
故
の

計
４
件
の
損
害
賠
償
に
つ

い
て
、
専
決
処
分
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
よ
り
提
出

さ
れ
た
条
例
案
件
10
件
、

事
件
案
件
３
件
、
予
算
案

件
１
件
の
提
案
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
議
第
93
号
〉

　

高
山
市
積
立
基
金
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
等

　

の
条
例
に
つ
い
て

問
交
通
安
全
施
設
整
備
基

金
と
消
防
設
備
基
金
を
廃

止
す
る
理
由
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
活
用
実
績

や
基
金
残
高
を
勘
案
し
て
、

今
後
は
予
算
編
成
の
中
で

対
応
で
き
る
と
判
断
し
た
。

問
今
後
の
公
共
施
設
の
老

朽
化
に
対
す
る
基
金
の
整

備
の
考
え
は
。

答
公
共
施
設
の
総
合
管
理

計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
計
画
を
示
す
中
で
、

個
々
の
施
設
の
更
新
経
費

も
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の

中
で
必
要
が
あ
れ
ば
相
談

し
た
い
。

〈
議
第
96
号
〉　

　

高
山
市
特
定
教
育
・
保

　

育
施
設
及
び
特
定
地
域

　

型
保
育
事
業
の
運
営
に

　

関
す
る
基
準
を
定
め
る

　

条
例
に
つ
い
て

問
運
営
等
に
関
す
る
基
準

で
は
、「
定
員
を
上
回
る
利

用
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た

場
合
は
公
正
な
方
法
で
選

考
を
行
う
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
公
正
な
方
法
と
は
。

答
申
請
時
の
提
出
書
類
の

内
容
を
踏
ま
え
、
保
育
の

必
要
度
を
総
合
的
に
判
断

す
る
。

〈
議
第
97
号
〉　

　

高
山
市
家
庭
的
保
育
事

　

業
等
の
設
備
及
び
運
営

　

に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
に
つ
い
て

問
利
用
料
金
の
設
定
は
。

答
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

３
歳
未
満
児
用
の
３
号
認

定
の
区
分
に
な
る
。

〈
議
第
98
号
〉　

　

高
山
市
放
課
後
児
童
健

　

全
育
成
事
業
の
設
備
及

　

び
運
営
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
に
つ
い

　

て
問
学
校
の
授
業
が
、
急
に

午
前
で
終
了
し
た
と
き
の

対
応
は
。

答
そ
の
都
度
相
談
し
て
対

応
す
る
。

問
こ
れ
ま
で
６
年
生
ま
で

に
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
児
童
の
自
立
な
ど
を

理
由
に
実
施
し
な
い
と
し

て
い
た
が
。

答
児
童
の
自
主
性
の
尊
重

と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

市
民
の
要
望
も
多
数
あ
り
、

今
回
国
の
法
律
改
正
も
受

け
て
、
拡
大
す
る
。

問
今
回
定
め
る
設
備
の
基

準
で
、
６
年
生
ま
で
拡
大

し
た
場
合
、
現
在
の
施
設

で
対
応
で
き
る
の
か
。

答
新
た
に
特
別
教
室
を
利

用
す
る
な
ど
し
て
、
基
準

を
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
努

め
た
い
。

〈
議
第
１
０
１
号
〉　

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に

　

つ
い
て
（
高
山
市
荒
城

　

農
業
体
験
交
流
館
）

問
応
募
者
は
何
件
か
。
ま

た
、
指
定
管
理
料
が
現
行

よ
り
減
額
さ
れ
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。

答
１
件
の
応
募
だ
っ
た
。

減
額
に
つ
い
て
は
、
先
方

か
ら
の
申
し
出
に
よ
る
も

の
で
、
理
由
は
燃
料
費
が

下
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
よ
る
。

問
今
後
５
年
間
に
、
燃
料

費
が
上
が
っ
た
場
合
の
対

応
は
。

答
リ
ス
ク
分
担
を
定
め
て

い
る
。
必
要
に
応
じ
て
適

切
な
対
応
を
す
る
。

〈
議
第
１
０
２
号
〉　

　

国
府
小
学
校
北
舎
大
規

　

模
改
修
工
事（
建
築
）請

　

負
契
約
の
変
更
に
つ
い

　

て
〈
議
第
１
０
３
号
〉

　

松
倉
中
学
校
校
舎
大
規

　

模
改
修
工
事（
建
築
）請

　

負
契
約
の
変
更
に
つ
い

　

て
※
一
括
議
題
と
し
ま
し
た
。

問
国
府
小
の
変
更
理
由
に

「
等
」
と
あ
る
が
。

答
窓
枠
と
外
壁
の
間
の
シ

ー
リ
ン
グ
材
に
ア
ス
ベ
ス

ト
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、

そ
の
撤
去
処
分
を
行
っ
た
。

問
ア
ス
ベ
ス
ト
の
状
況
は
。

答
量
は
０
・
１
㎥
で
少
な

い
。

平
成
２７
年

1212
月
定
例
会
の
報
告

月
定
例
会
の
報
告

問
契
約
時
に
ア
ス
ベ
ス
ト

が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
の

か
。

答
下
地
材
に
微
量
に
含
ま

れ
て
い
た
も
の
で
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
発
覚
し
た
時

点
で
適
正
な
対
応
を
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
質
疑
の

の
ち
、
提
案
さ
れ
た
議
案

を
各
委
員
会
に
付
託
し
ま

し
た
。

　

15
人
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。（
Ｐ
6

〜
Ｐ
13
参
照
）

　

総
務
厚
生
委
員
会
に
は

10
件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。（
Ｐ
14
参
照
）

　

文
教
産
業
委
員
会
に
は

３
件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。（
Ｐ
15
参
照
）

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会

に
は
１
件
の
議
案
が
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
第
１
０
４
号
〉

　

平
成
27
年
度
高
山
市
一

　

般
会
計
補
正
予
算
（
第

　

４
号
）

　

本
補
正
予
算
は
、
２
億

７
千
万
円
余
り
の
減
額
補

正
で
、
国
交
付
金
の
減
額

内
示
を
受
け
、
駅
周
辺
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直

し
た
こ
と
に
伴
う
関
連
事

業
費
の
減
額
の
ほ
か
、
切

れ
目
の
な
い
工
事
発
注
に

向
け
た
道
路
修
繕
等
の
前

倒
し
実
施
、
８
月
豪
雨
に

よ
り
被
災
し
た
道
路
・
河

川
・
農
地
等
の
復
旧
事
業
、

障
が
い
児
通
所
施
設
等
に

対
す
る
支
援
、
旧
久
美
愛

病
院
跡
地
沿
線
の
歩
道
拡

幅
な
ど
に
係
る
経
費
を
増

額
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

主
に
、
駅
周
辺
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
内
容

と
そ
の
影
響
、
道
路
修
繕

等
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
要
望
の
取
り
扱
い
、

災
害
復
旧
事
業
の
採
択
基

準
と
対
象
施
設
、
ふ
る
さ

と
寄
附
贈
呈
品
の
あ
り
方
、

防
火
水
槽
整
備
に
対
す
る

考
え
方
な
ど
を
論
点
に
審

査
し
た
結
果
、
全
員
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。

総
務
厚
生
委
員
会

文
教
産
業
委
員
会

予
算
決
算
特
別
委
員
会

問
駅
周
辺
整
備
に
関
す
る

事
業
費
減
額
の
内
容
は
。

答
今
年
度
予
定
し
て
い
た

駅
西
の
電
線
地
中
化
工
事

や
、
土
地
開
発
公
社
か
ら

の
用
地
取
得
を
来
年
度
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
関
連

事
業
費
を
減
額
し
た
。

　

市
民
へ
の
影
響
を
極
力

少
な
く
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
道
路
修
繕
工
事
費
等
の

増
額
補
正
は
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
か
ら
の
町
内
要
望

に
も
対
応
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
工
事
の
時
期
は
来

年
度
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
今
回
の
補
正
で
、
対
応

で
き
る
も
の
も
あ
る
の
で
、

早
期
に
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
通
じ
て
町
内
会
に
連

絡
し
た
い
。

　

工
事
は
来
年
４
月
・
５

月
に
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
災
害
復
旧
事
業
に
お
い

て
国
庫
支
出
金
の
採
択
基

準
と
な
る
雨
量
は
。

答
採
択
基
準
は
、
1
時
間

雨
量
20
㎜
以
上
、
24
時
間

連
続
雨
量
80
㎜
以
上
で
あ

る
。

問
今
回
の
補
正
で
、
８
月

の
農
業
災
害
の
全
て
を
対

応
で
き
る
の
か
。

答
８
月
の
豪
雨
災
害
で
発

生
し
た
７
か
所
は
、
全
て

復
旧
で
き
る
。

問
高
山
市
に
ふ
る
さ
と
納

税
し
た
市
民
に
対
し
て
も
、

贈
呈
品
を
出
す
べ
き
で
な

い
の
か
。

答
市
民
は
対
象
外
と
し
て

い
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

は
。

　

ま
た
贈
呈
品
に
つ
い
て

は
、
体
験
型
・
周
遊
型
・

人
間
ド
ッ
ク
券
な
ど
も
取

り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

答
11
月
末
時
点
で
応
援
メ

ニ
ュ
ー
ご
と
の
現
状
は
、

「
指
定
な
し
」
に
約
４
，
４

０
０
万
円
、
観
光
・
産
業

に
約
１
，
４
０
０
万
円
、

伝
統
・
文
化
・
教
育
に
約
１
，

１
０
０
万
円
、
自
然
・

景
観
・
環
境
に
約
１
，
７

０
０
万
円
、
福
祉
・
保
健

に
約
１
，
０
０
０
万
円
で

あ
る
。
贈
呈
品
に
つ
い
て

は
、
特
徴
的
で
魅
力
的
な

も
の
と
な
る
よ
う
検
討
し

た
い
。

問
防
火
水
槽
設
置
工
事
費

の
減
額
理
由
は
。

　

災
害
時
に
対
応
で
き
る

の
か
。

答
国
の
補
助
金
が
不
採
択

に
な
っ
た
た
め
減
額
し
た
。

既
存
の
防
火
水
槽
を
更
新

す
る
も
の
で
、
既
設
の
防

火
水
槽
と
消
火
栓
が
あ
り
、

問
題
な
い
。

問
障
が
い
児
通
所
支
援
給

付
費
の
増
額
（
新
規
事
業

所
の
開
設
）
に
よ
り
、
受

け
入
れ
で
き
る
障
が
い
児

は
ど
れ
だ
け
増
え
た
の
か
。

ま
た
上
宝
な
ど
遠
方
へ
の

送
迎
は
。

答
定
員
10
名
の
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
開
設
さ

れ
た
。
遠
方
の
送
迎
も
実

施
し
て
い
る
。

問
橋
梁
の
耐
震
補
強
の
偽

装
問
題
が
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

答
市
に
お
い
て
補
強
工
事

を
行
っ
た
中
で
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
中
橋
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

問
建
設
業
界
に
若
者
を
根

付
か
せ
る
た
め
に
、
国
で

は
週
休
２
日
を
義
務
づ
け

た
工
事
発
注
を
試
行
し
て

い
る
。

　

市
の
考
え
は
。

答
国
・
県
の
状
況
を
見
な 荒城農業体験交流館

国府小学校北舎

改良工事予定の千島松本線
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会
付
託
案
件
審
査



議　員　発　議

ＴＰＰ合意内容が国内農業に及ぼす影響の分析開示と万全な国内対策を求め
る意見書
　
　ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）交渉の閣僚会議は、10月5日に大筋合意内容を発表した。
　今回の一連の交渉は、初期段階から一貫して政府からの情報開示なきまま進展したものである。
　さらに大筋合意発表後の政府見解は、ＴＰＰのメリット強調に終始しているのみであり、今後、農
業生産の現場が抱える不安や疑念に対して真摯に向き合い、国内農業への対策が万全に行われるかが
不安である。
　特に高山市のような中山間地及び小規模農家の割合が多い地域にあっては、今後の農業経営につい
て大きな影響が懸念されるところである。
　よって、国においては、今後の農業の維持発展に資するため、以下の事項について特段の配慮を行
うよう強く求める。

記

１．ＴＰＰが農業分野に及ぼす影響について、より広範で詳細な分析を行うとともに早急にその結果
　　を開示すること。

２．政府が公言した「国内農業を守る」ために必要な事項について、万全な対策を構築すること。

３．将来的な我が国の農業のあり方についての確固たるビジョンを確立するとともに、その丁寧な説
　　明と国民理解に努めること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年12月18日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高山市議会　　

　12月定例会において、「ＴＰＰ合意内容が国内農業に及ぼす影響の分析開示と万全な国内対策を求める意
見書」を全員一致で可決し、衆議院議長、参議院議長及び内閣総理大臣をはじめ関係大臣に提出しました。

が
ら
、
建
設
業
界
と
も
相

談
し
て
い
き
た
い
。

◆
総
務
厚
生
委
員
会
報
告

　

議
第
91
号
か
ら
議
第
１

０
０
号
に
つ
い
て
委
員
長

報
告
の
後
、
議
第
92
号
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、

他
は
全
員
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

◆
文
教
産
業
委
員
会
報
告

　

議
第
１
０
１
号
か
ら
議

第
１
０
３
号
に
つ
い
て
委

員
長
報
告
の
後
、
す
べ
て

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

◆
予
算
決
算
特
別
委
員
会

　

報
告

　

議
第
１
０
４
号
に
つ
い

て
委
員
長
報
告
の
後
、
全

員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
第
１
０
５
号
〉

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委

　

員
会
委
員
の
選
任
に
つ

　

い
て

　

次
の
方
を
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
と
し

て
同
意
し
ま
し
た
。

　

名
田
町
三

　

塩え
ん
や谷　

聰さ
と
し

さ
ん

◆
高
山
市
選
挙
管
理
委
員

　

会
委
員
及
び
同
補
充
員

市長提出議案

報告

議員提出議案

12月定例会に上程された議案及び議決結果は次のとおりです。

12月定例会　上程議案一覧表

議案番号 件 名 付託委員会 議決結果

議第91号 高山市住民基本台帳カード利用条例を廃止する条例について　 総務厚生 原案可決

議第92号 高山市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用に関する条例について 総務厚生 原案可決

議第93号 高山市積立基金条例の一部を改正する等の条例について 総務厚生 原案可決

議第94号 高山市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第95号 過疎地域自立促進特別措置法の施行に伴う高山市固定資産税の特例に関する
条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第96号 高山市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例について 総務厚生 原案可決

議第97号 高山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例について 総務厚生 原案可決

議第98号 高山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例に
ついて 総務厚生 原案可決

議第99号 高山市留守家庭児童教室の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第100号 高山市介護保険条例の一部を改正する条例について 総務厚生 原案可決

議第101号 指定管理者の指定について（高山市荒城農業体験交流館） 文教産業 原案可決

議第102号 国府小学校北舎大規模改修工事（建築）請負契約の変更について 文教産業 原案可決

議第103号 松倉中学校校舎大規模改修工事（建築）請負契約の変更について 文教産業 原案可決

議第104号 平成27年度高山市一般会計補正予算（第４号） 予 決 特 原案可決

議第105号 固定資産評価審査委員会委員の選任について － 同 意

議案番号 件 名 上 程 日 議決結果

報第10号 損害賠償の額の決定の専決処分について 初 日 報告終了

議案番号 件 名 上 程 日 議決結果

発議第7号 ＴＰＰ合意内容が国内農業に及ぼす影響の分析開示と万全な国内対策を求め
る意見書 最 終 日 原案可決

12月定例会の議案賛否一覧
12月定例会の提出議案における各議員の賛否は次のとおりです。

伊
東　

寿
充

谷
村　

昭
次

西
田  　

 

稔

沼
津　

光
夫

榎　
　

隆
司

山
腰　

恵
一

渡
辺　

甚
一

北
村　

征
男

岩
垣　

和
彦

中
筬　

博
之

倉
田　

博
之

松
山　

篤
夫

上
嶋
希
代
子

車
戸　

明
良

松
葉　

晴
彦

木
本　

新
一

溝
端
甚
一
郎

水
門　

義
昭

橋
本　

正
彦

中
田　

清
介

藤
江　

久
子

谷
澤　

政
司

今
井　

武
男

牛
丸　

尋
幸

議第91号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第92号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

議第93号～105号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第7号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※「○」は賛成、「●」は反対、中田議長は採決に加わりません。  

　

の
選
挙
に
つ
い
て

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
同
補
充
員
の
選
挙
を

行
い
、
次
の
方
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

下
岡
本
町

　

石い
し
だ田　

美み

ち

こ

智
子
さ
ん

　

大
新
町
一

　

野の
ば
た畑　

敬け
い
こ子
さ
ん

　

天
満
町
一

　

川か
わ
か
み上　

実み
の
る

さ
ん

　

森
下
町
一

　

今い
ま
い井　

潤じ
ゅ
ん
い
ち一
さ
ん

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補

充
員

　

一
位　

国
府
町

　

田た
な
か中　

雄ゆ
う
こ子
さ
ん

　

二
位　

名
田
町
一

　

林は
や
し　

廣ひ
ろ
し
げ茂
さ
ん

　

三
位　

漆
垣
内
町

　

宮み
や
の
こ
し

ノ
腰　

聰さ
と
み美
さ
ん

　

四
位　

片
野
町
四

　

寺じ
け
い境　

信の
ぶ
ひ
ろ弘
さ
ん

〈
発
議
第
７
号
〉

　

議
員
よ
り
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合

意
内
容
が
国
内
農
業
に
及

ぼ
す
影
響
の
分
析
開
示
と

万
全
な
国
内
対
策
を
求
め

る
意
見
書
」
案
が
提
案
さ

れ
全
員
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。（
下
段
参
照
）

12
月
18
日  
本
会
議

高山市議会ぎかいだより 第22号 4高山市議会ぎかいだより 第22号5
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位
置
指
定
道
路
に
つ
い
て

答
今
年
度
は
市
道
５
路
線

で
、
延
長
１
，
６
３
０
ｍ

の
危
険
木
の
伐
採
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
年
度
内
に

は
完
了
す
る
。

問
高
齢
等
に
よ
り
自
力
で

の
除
雪
が
困
難
な
方
へ
の

対
応
は
。

答
こ
れ
ま
で
に
少
な
い
流

量
で
も
効
率
よ
く
雪
の
処

理
が
で
き
る
よ
う
、
延
長

２
，
６
９
０
ｍ
の
消
融
雪

側
溝
の
整
備
を
進
め
て
き

た
。
今
年
度
５
か
年
計
画

を
更
新
し
、
平
成
31
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
延
長
２
，

９
８
０
ｍ
の
整
備
を
計
画

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
を
は
じ
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
高
齢

者
宅
や
空
家
な
ど
の
除
雪

に
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問
今
後
の
流
雪
・
消
雪
計

画
は
。

問
位
置
指
定
道
路
の
市
道

認
定
と
、
今
後
の
除
雪
対

応
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。

答
位
置
指
定
道
路
は
行
き

止
ま
り
で
あ
る
こ
と
や
勾

配
な
ど
市
道
認
定
基
準
に

合
致
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多

く
、
市
道
と
し
て
認
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

　

ま
た
、
位
置
指
定
道
路

の
管
理
は
所
有
者
や
管
理

会
社
に
あ
り
、
除
雪
も
同

様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
災

害
等
が
発
生
し
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

市
で
も
除
雪
す
る
。

問
倒
木
被
害
が
予
測
さ
れ

る
中
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保

全
対
策
事
業
の
進
捗
状
況

は
。

12月８日、9日、10日の３日間、15人の議員が市政全般について質問しました。
12月8日㈫ 12月9日㈬ 12月10日㈭

※本会議などの様子は、市議会のホームページ・ヒットネットTVでご覧いただけます。
（インターネットでは、当日の生中継のほか録画配信により、いつでも閲覧することができます。）

ht tp ://www.c i ty . takayama. lg . jp/g ika i/1002453/1004843/1002465.h tml

議　員　名 掲載ページ

1 沼　津　光　夫 6
2 榎　　　隆　司 7
3 今　井　武　男 7
4 伊　東　寿　充 8
5 谷　村　昭　次 8
6 西　田　　　稔 9

議　員　名 掲載ページ

1 車　戸　明　良 9
2 水　門　義　昭 10
3 藤　江　久　子 10
4 山　腰　恵　一 11
5 中　筬　博　之 11
6 谷　澤　政　司 12

議　員　名 掲載ページ

1 松　山　篤　夫 12
2 上　嶋　希代子 13
3 牛　丸　尋　幸 13

國島市長に問う!!
一　般　質　問

答
消
融
雪
に
は
、
地
下
熱

や
下
水
道
の
熱
利
用
等
も

有
効
で
あ
る
。
他
都
市
の

事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

市
民
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問
除
雪
に
対
す
る
市
長
の

考
え
方
は
。

答
雪
ま
た
じ
は
、
市
民
の

協
力
が
な
く
て
は
対
応
で

き
な
い
。
今
後
ま
す
ま
す

高
齢
化
が
進
む
中
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
や
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連
携

を
図
り
、
協
働
で
の
雪
ま

た
じ
を
一
層
推
進
す
る
。

地
域
で
の
助
け
合
い
や
行

政
と
地
域
の
相
互
協
力
の

も
と
、
高
齢
者
等
が
利
用

し
や
す
い
消
融
雪
側
溝
等

の
施
設
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

市
の
道
路
行
政
は
？

沼津 光夫 議員

除
雪
対
策
に
つ
い
て

除雪の様子

問
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
に
よ
る
本

市
へ
の
影
響
と
対
応
は
。

答
影
響
は
多
岐
に
渡
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
影
響
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
農

業
関
連
に
つ
い
て
は
、
国

が
講
ず
る
対
策
を
見
極
め

な
が
ら
有
効
な
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

問
主
要
品
目
の
ト
マ
ト
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
へ
の
影
響

は
。

答
現
在
、
関
税
は
３
％
で
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
後
は
即
時
撤

廃
と
な
る
。
輸
入
品
の
流

通
量
か
ら
見
て
影
響
は
少

な
い
と
考
え
る
。

問
飛
驒
牛
輸
出
環
境
整
備

の
現
状
は
。

答
飛
驒
食
肉
セ
ン
タ
ー
は
、

国
際
的
な
食
品
の
安
全
な

榎　隆司 議員

本
市
の
農
業
政
策
は

取
り
扱
い
手
法
で
あ
る
ハ

サ
ッ
プ
に
対
応
し
た
施
設

で
あ
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
や
、

国
内
で
４
番
目
に
Ｅ
Ｕ
輸

出
認
証
も
得
て
い
る
。

問
飛
驒
牛
の
増
頭
に
向
け

た
施
設
整
備
の
考
え
は
。

答
国
で
は
「
畜
産
再
興
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
繁
殖
雌

牛
の
増
頭
対
策
を
進
め
て

お
り
、
県
で
も
飛
驒
牛
振

興
に
乗
り
出
す
。
市
と
し

て
は
、
個
人
の
牛
舎
整
備

や
優
良
雌
牛
導
入
へ
の
助

成
、
貸
付
制
度
を
継
続
す

る
と
と
も
に
大
型
牛
舎
の

建
設
、
運
営
に
つ
い
て
前

向
き
に
協
議
を
進
め
た
い
。

問
法
改
正
に
よ
る
選
出
方

法
の
変
更
は
。

答
こ
れ
ま
で
は
選
挙
で

あ
っ
た
が
、
今
度
は
市
長

の
任
命
に
な
る
。
委
員
の

選
出
に
あ
た
っ
て
は
、
そ

の
経
過
や
結
果
の
公
表
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
過
半
は
認
定
農
業

者
で
あ
る
こ
と
、
農
業
者

以
外
の
中
立
・
公
正
な
者

を
一
人
以
上
選
任
、
女
性

や
青
年
の
積
極
的
な
登
用

が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

問
第
１
回
飛
驒
の
美
味
し

い
お
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー

ル
の
結
果
と
成
果
は
。

答
10
月
25
日
に
開
催
し
た

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
出
品

さ
れ
た
米
の
食
味
値
の
平

均
が
１
７
０
点
と
非
常
に

高
く
、
お
い
し
さ
を
再
認

識
し
た
。
今
後
は
、
コ
ン

ク
ー
ル
を
継
続
し
、
飛
驒

地
域
全
体
で
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
っ
て
い
く
。

問
協
議
会
の
位
置
づ
け
と

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

取
り
組
み
は
、
地
域
内
の

団
体
等
の
連
携
を
強
化
し
、

行
政
も
積
極
的
に
支
援
す

る
こ
と
で
地
域
共
助
の
力

を
高
め
、
地
域
課
題
の
解

決
を
促
進
し
、
地
域
、
さ

ら
に
は
自
治
体
の
持
続
可

能
性
を
高
め
よ
う
と
す
る

地
方
自
治
の
新
た
な
試
み

で
あ
る
。

　

決
し
て
行
政
の
押
し
付

け
で
は
な
い
。
市
は
各
協

議
会
と
協
働
し
て
地
域
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
代
表
組

織
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ

う
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
支
援
金
を
は
じ
め

と
す
る
市
の
関
わ
り
に
つ

い
て
は
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
市
民
、
議
会
等
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
必
要
な

見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

問「
人
・
交
流
・
つ
ど
う
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
設
し

た
原
山
合
併
記
念
公
園
を
、

も
っ
と
人
が
集
え
る
も
の

と
す
る
た
め
に「
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
」の
コ
ー
ス
を
造
っ
て

は
。

答
公
認
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
を
整
備
す
る
計
画

は
な
い
。
た
だ
し
、
隣
接

す
る
民
有
地
を
活
用
し
て

民
間
事
業
と
し
て
整
備
が

行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
内

容
に
も
よ
る
が
連
携
し
て

活
用
を
図
る
こ
と
は
検
討

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問
地
域
通
貨
を
導
入
し
て

は
。

答
可
児
市
や
他
地
域
で
実

施
さ
れ
て
い
る
地
域
通
貨

事
業
を
参
考
に
し
な
が
ら

引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

問
健
康
維
持
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
制
を
導
入
し
て
は
。

答
ポ
イ
ン
ト
制
は
、
健
康

づ
く
り
へ
の
動
機
づ
け
の

た
め
の
一
手
段
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
市
民
の
健

康
に
関
す
る
意
識
を
高
め

る
た
め
、
ポ
イ
ン
ト
制
が

有
効
な
手
法
と
な
り
え
る

か
ど
う
か
、
費
用
対
効
果

も
含
め
、
検
討
を
進
め
て

い
く
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ

い
て

農
業
委
員
会
法
改
正
に
つ

い
て

原
山
合
併
記
念
公
園
に
つ

い
て

地
域
振
興
に
向
け
た
新
た

な
施
策
に
つ
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
つ
い

て

美
味
し
い
お
米
・
食
味
コ

ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

飛驒の美味しいお米・食味コンクール

健
康
社
会
を
め
ざ
し
て

今井 武男 議員

飛
驒
牛
に
つ
い
て
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問
重
要
な
地
域
資
源
で
あ

る
伝
統
文
化
は
、
担
い
手

不
足
や
資
金
不
足
に
よ
り

維
持
継
承
が
困
難
な
状
況

に
あ
る
。
特
に
高
山
祭
に

お
い
て
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
に
向
け
、

社
会
的
責
任
も
増
す
中
、

文
化
を
尊
重
し
た
上
で
、

人
員
、
資
金
、
シ
ス
テ
ム

等
、
多
角
的
な
視
点
で
維

持
支
援
策
を
拡
充
す
べ
き

で
は
。

答
国
内
外
の
評
価
が
更
に

高
ま
る
な
か
で
、
一
層
維

持
継
承
に
つ
い
て
の
負
担

が
増
す
事
が
懸
念
さ
れ
る
。

各
団
体
等
と
の
協
議
を
進

め
、
よ
り
良
い
支
援
策
を

検
討
し
て
い
く
。

問
国
の
「
生
涯
現
役
社
会

の
実
現
に
向
け
た
雇
用
・

就
業
環
境
の
整
備
に
関
す

る
検
討
会
」
報
告
書
が
出

さ
れ
た
。
市
に
お
け
る
高

齢
者
雇
用
・
活
躍
の
場
の

確
保
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
機
能
強
化
に
関
す

る
現
状
及
び
今
後
の
対
応

は
。
ま
た
非
常
勤
職
員
の

継
続
就
業
期
間
５
年
の
見

直
し
の
考
え
は
。

答
国
や
県
と
連
携
し
高
齢

者（
65
歳
以
上
）の
雇
用
・

就
業
環
境
を
さ
ら
に
整
え

る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
つ
い
て
も
継
続

し
て
支
援
す
る
。

　

市
非
常
勤
職
員
の
就
業

継
続
期
間
に
つ
い
て
は
見

直
す
予
定
は
な
い
。

問
大
規
模
開
発
事
業
等
に

お
け
る
紛
争
等
の
解
決
に

は
、
互
い
の
存
在
意
義
・

意
思
を
認
識
し
た
う
え
で

の
「
歩
み
寄
り
」
が
必
要

で
あ
る
。
美
し
い
景
観
と

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

条
例
に
、
岡
崎
市
等
が
取

り
入
れ
て
い
る
紛
争
調
整

制
度
を
取
り
入
れ
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

な
お
、
本
年
９
月
議
会

の
答
弁
に
お
け
る
、
事
業

者
の
当
事
者
責
任
に
よ
る

課
題
解
決
で
は
多
様
な
主

体
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
ル
ー
ル
と
し
て

不
備
が
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
行
政
が
事
業
者
と

な
り
う
る
場
合
に
も
配
慮

す
べ
き
と
思
う
が
。

答
他
自
治
体
に
は
同
類
の

紛
争
調
整
制
度
が
存
在
し

魅
力
的
な
地
域
資
源
の

保
全
と
有
効
活
用
に
よ
っ

て
全
市
域
に
活
力
創
出

を
！

生
涯
現
役
活
躍
へ
の
対

応ま
ち
づ
く
り
条
例
で
の

紛
争
調
停
制
度

て
い
る
。
環
境
保
全
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
上
で

の
、
地
域
資
源
の
有
効
な

活
用
と
は
程
遠
い
状
況
に

あ
る
。

　

入
込
数
の
減
少
は
環
境

保
全
税
の
減
収
に
よ
る
保

全
費
用
の
減
少
や
、
体
験

に
よ
る
保
全
啓
発
効
果
の

縮
小
に
も
繋
が
る
。
環
境

保
全
を
前
提
と
し
た
段
階

的
な
規
制
緩
和
に
よ
る
利

用
推
進
策
に
早
期
着
手
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

限
定
的
な
緩
和
は
乗
鞍

岳
の
価
値
向
上
と
、
懸
念

さ
れ
る
支
所
地
域
の
活
力

創
出
に
も
繋
が
る
。

答
近
年
の
入
山
者
数
の
減

少
は
深
刻
な
問
題
と
し
て

受
け
止
め
て
い
る
。

　

ま
た
マ
イ
カ
ー
規
制
以

降
数
年
の
入
山
者
数
（
20

万
人
程
度
）
は
自
然
環
境

の
回
復
傾
向
か
ら
み
て
も

適
正
収
容
力
の
範
囲
内
と

考
え
ら
れ
、
提
案
の
手
法

も
踏
ま
え
関
係
機
関
と
共

に
、
自
然
保
護
と
地
域
振

興
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、

マ
イ
カ
ー
規
制
緩
和
の
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
る
。

て
い
る
が
、
法
的
拘
束
力

を
持
た
な
い
制
度
の
創
設

は
考
え
て
い
な
い
。

問
お
も
て
な
し
の
心
遣
い

と
し
て
「
公
衆
ト
イ
レ
等
」

の
設
置
や
案
内
に
つ
い
て
、

特
に
市
街
地
東
地
区
と
、

登
山
届
箱
の
あ
る
山
岳
観

光
地
（
新
穂
高
・
焼
岳
登

山
口
界
隈
）
付
近
の
考
え

は
。

答
市
街
地
東
地
区
に
つ
い

て
は
既
存
ト
イ
レ
の
配
置

状
況
（
半
径
５
０
０
m
範

囲
）
か
ら
新
設
す
る
予
定

は
な
い
。
ま
た
、
消
防
団

車
庫
に
お
け
る
一
般
開
放

公
共
ト
イ
レ
な
ど
を
公
衆

ト
イ
レ
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
は
課
題
を
整
理
し
検

討
を
す
る
。

　

山
岳
観
光
地
で
は
特
に

新
穂
高
セ
ン
タ
ー
や
鍋
平

公
園
の
ト
イ
レ
利
用
を
優

先
し
、
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る

周
知
を
行
う
ほ
か
、
臨
時

仮
設
ト
イ
レ
で
の
対
応
を

検
討
す
る
。

お
も
て
な
し
の
心
や
安
心

が
伝
わ
る
観
光
地
づ
く
り

高
山
祭
の
維
持
・
継
承
に

つ
い
て

問
本
市
の
総
合
戦
略
に
も

あ
る
大
学
連
携
は
、
地
域

の
団
体
や
産
業
、
住
民
と

の
連
携
に
も
力
を
注
ぐ
べ

き
と
考
え
る
。

　

進
学
等
に
よ
り
一
時
的

に
失
わ
れ
る
若
者
人
口
や
、

市
外
へ
の
資
金
流
出
を
補

完
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、

若
者
が
ま
ち
に
溢
れ
、様
々

な
ア
イ
デ
ア
と
共
に
地
域

の
活
力
を
創
出
す
る
姿
に

期
待
を
よ
せ
た
い
。

答
学
生
が
地
域
に
滞
在
し

各
地
域
、
各
分
野
の
課
題

解
決
や
活
性
化
に
向
け
、

市
民
と
協
働
し
て
取
り
組

め
る
よ
う
、
施
策
の
よ
り

一
層
の
強
化
を
進
め
る
。

問
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

入
込
数
が
年
々
過
去
最
低

（
12
万
人
程
度
）を
更
新
し

生
涯
現
役
で
活
躍
し
続
け

ら
れ
る
雇
用
・
就
業
環
境

の
整
備

中
部
山
岳
国
立
公
園
乗

鞍
岳
の
環
境
保
全
と
活
用

に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
条
例
で
の
紛

争
調
整
制
度
の
取
り
入
れ

域
学
連
携
に
つ
い
て（
大

学
と
地
域
と
の
連
携
） 伊東 寿充  議員

谷村 昭次  議員

問
江
名
子
小
学
校
が
兼
務

校
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答
現
在
、
市
内
小
中
学
校

に
、
図
書
館
の
業
務
に
従

事
す
る
学
校
図
書
館
指
導

員
を
25
名
配
置
し
て
い

る
。
31
校
中
17
校
は
専
任

校
、
14
校
は
兼
務
で
あ
る
。

学
校
図
書
館
指
導
員
の
配

置
に
関
し
て
、
明
確
な
基

準
は
な
い
が
、
各
学
校
が

管
理
す
る
蔵
書
数
な
ど
に

よ
っ
て
、
専
任
と
兼
務
に

分
け
て
い
る
。

問
兼
務
校
の
多
く
が
支
所

地
域
に
あ
る
。
地
域
間
格

差
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
。

答
学
校
図
書
館
指
導
員
が

兼
務
す
る
学
校
は
、
江
名

子
小
の
ほ
か
岩
滝
小
、
清

見
小
・
中
、
荘
川
小
・
中
、

宮
小
・
中
、
朝
日
小
・
中
、

久
々
野
小
・
中
、
本
郷
小
、 支

所
地
域
で
も
障
が
い

児
の
学
童
保
育
を
！

栃
尾
小
で
あ
り
、
支
所
地

域
が
多
い
が
、
こ
れ
は
蔵

書
数
の
差
な
ど
に
よ
る
こ

と
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

問
全
小
中
学
校
に
専
任
の

学
校
図
書
司
書
を
配
置
す

べ
き
で
は
。

答
学
校
図
書
館
指
導
員
の

兼
務
校
で
は
、
図
書
館
が

無
人
と
な
る
時
間
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
・
教

師
が
活
用
し
た
い
と
き
や

相
談
し
た
い
と
き
に
学
校

図
書
館
指
導
員
が
い
な
い

と
き
が
あ
る
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
全
国
的
に
学
童
保
育
を

希
望
す
る
障
が
い
児
等
が

急
増
し
て
い
る
。
市
の
現

状
は
。

答
「
留
守
家
庭
児
童
教
室
」

に
お
け
る
障
が
い
の
あ
る

児
童
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
に
行
う
入

室
希
望
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
指

導
員
を
加
配
す
る
な
ど
の

対
応
を
行
い
受
け
入
れ
て

い
る
。

問
支
所
地
域
で
は
十
分
な

対
応
が
で
き
て
い
な
い
の

で
は
。

答
支
所
地
域
に
お
け
る
就

学
児
の
放
課
後
支
援
と
し

て
、
「
留
守
家
庭
児
童
教

室
」
を
各
地
域
に
8
か
所

設
置
し
て
い
る
。
そ
れ
以

外
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
10
月
に
国

府
地
域
に
開
設
さ
れ
た

「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」
事
業
所
の
１
か
所
の

み
と
な
っ
て
い
る
。

問
さ
ん
し
ょ
う
の
会
で
は

夏
休
み
期
間
中
、
障
が
い

児
と
不
登
校
児
の
学
童
保

育
を
行
っ
て
い
る
が
希
望

が
多
い
た
め
対
応
で
き
ず

断
る
状
況
が
あ
る
。

答
本
事
業
は
、
よ
り
多
く

の
児
童
に
体
験
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
申

込
が
多
い
場
合
、
利
用
回

数
を
制
限
し
て
い
る
。

問
ま
ち
の
博
物
館
の
前
に

近
接
す
る
、
江
戸
時
代
か

ら
続
く
豪
商
森
邸
を
整
備

し
て
、
古
い
町
並
み
へ
通

ず
る
新
た
な
周
遊
ル
ー
ト

の
整
備
は
。

答
歴
史
的
風
致
の
文
化
交

流
拠
点
施
設
と
し
て
整
備

し
、
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

問
人
道
橋
の
整
備
は
。

　

観
光
客
の
誘
致
や
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

宮
川
を
中
心
と
し
て
朝
市
・

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
や
商
店
街
を
回
遊
で
き

る
歩
行
環
境
の
整
備
に
取

り
組
む
予
定
は
。

答
地
元
の
皆
さ
ん
に
協
力

を
お
願
い
し
、
様
々
な
事

業
な
ど
も
併
せ
な
が
ら
、

平
成
32
年
以
降
に
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。

「
歩
い
て
こ
そ
わ
か
る

飛
驒
高
山
」
の
魅
力
！

｜
旧
森
邸
・
人
道
橋
の
整
備
は
｜

問
今
後
も
日
本
を
代
表
す

る
観
光
地
と
し
て
生
き
続

け
る
た
め
に
も
、
歩
い
て

こ
そ
わ
か
る
飛
驒
高
山
の

魅
力
創
出
が
重
要
で
あ
る
。

「
車
両
進
入
制
限
」
の
市
の

目
指
す
と
こ
ろ
と
考
え
方

は
。

答
古
い
町
並
み
界
隈
の
車

両
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
し
、

町
の
回
遊
性
を
高
め
た
い
。

歴
史
的
な
景
観
や
伝
統
的

文
化
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

回
れ
る
観
光
地
づ
く
り
を

目
指
す
。
全
国
で
も
同
様

な
取
り
組
み
が
盛
ん
に

な
っ
て
お
り
、
第
八
次
総

合
計
画
に
お
い
て
も
重
点

事
項
に
掲
げ
て
取
り
組
む
。

問
今
年
度
予
定
さ
れ
て
い

る
社
会
実
験
の
内
容
と
状

況
は
。

答
6
月
か
ら
9
月
頃
を
目

途
に
、
２
週
間
程
度
の
期

間
で
中
橋
周
辺
な
ど
に
お

い
て
車
両
の
自
主
的
な
交

通
制
限
を
予
定
し
て
い
た
。

町
内
会
、
景
観
町
並
保
存

会
等
と
協
議
し
て
き
た
が

合
意
で
き
ず
延
期
と
し
た
。

問
住
民
の
声
を
聞
き
、
知

恵
を
も
ら
い
将
来
は
あ
り

が
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う

丁
寧
に
進
め
る
べ
き
。

答
真
摯
に
受
け
止
め
、
理

解
が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
か

ら
実
施
し
た
い
。

問
地
元
の
農
業
・
商
工
観

光
業
へ
の
影
響
は
。

　

地
方
創
生
に
活
路
は
見

い
だ
せ
る
の
か
。

答
農
業
は
関
税
撤
廃
さ
れ

る
品
目
が
多
く
動
向
を
注

視
し
対
応
す
る
。
国
の
体

質
強
化
対
策
を
活
か
し
農

業
振
興
を
図
る
。
商
工
観

光
業
は
、
新
た
な
海
外
市

場
の
創
出
、
高
付
加
価
値

製
品
の
開
発
な
ど
「
モ
ノ

を
売
り
込
む
、
ひ
と
を
呼

び
込
む
」
た
め
の
各
施
策

の
追
い
風
と
な
る
。

魅
力
あ
る
観
光
づ
く
り
の

推
進
は

古
い
町
並
み
周
辺
の
車
両

進
入
制
限
に
つ
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
地
域
経
済

の
影
響
に
つ
い
て

学
校
図
書
司
書
の
適
正
配

置
に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ

ん
し
ょ
う
の
会
の
要
望
書

に
つ
い
て

西田 　稔 議員

車戸 明良 議員
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問
建
設
産
業
に
携
わ
る
技

術
者
は
２
０
３
０
年
に
は

今
の
４
分
の
１
に
激
減
す

る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

災
害
復
旧
な
ど
市
民
生
活

の
安
全
安
心
の
た
め
に
も

建
設
産
業
の
振
興
に
向
け

た
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
必
要
で
は
。

答
建
設
産
業
は
社
会
資
本

整
備
や
災
害
発
生
時
の
対

応
な
ど
、
市
民
の
生
活
基

盤
を
支
え
て
い
る
重
要
な

産
業
の
一
つ
で
あ
る
。
持

続
的
な
発
展
を
考
え
て
い

る
。

問
と
に
か
く
「
分
か
ら
な

い
」
と
言
う
市
民
が
多
い
。

市
長
は
始
め
る
前
に
市
民

の
中
に
飛
び
込
ん
で
熱
く

語
る
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

答
積
極
的
に
話
を
し
て
き

た
つ
も
り
だ
が
、
今
後
も

努
力
し
て
い
く
。

問
地
区
社
教
と
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
る
が
。

答
課
題
解
決
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

問
活
動
の
拠
点
が
な
い
が

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
支
援
金
の
中
で
対
応
し

て
ほ
し
い
。

問
町
内
会
の
加
入
率
が
下

が
っ
て
い
る
。
な
ぜ
入
ら

な
い
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

答
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
ち
協
が
始
ま
る
前
に
、

問
安
定
し
た
工
事
量
の
発

注
が
建
設
産
業
の
投
資
や

雇
用
に
も
結
び
付
く
と
思

う
が
。

答
安
定
し
た
工
事
量
の
発

注
に
は
財
源
の
確
保
が
不

可
欠
で
あ
る
。
国
等
に
対

し
て
交
付
金
な
ど
要
望
し

て
い
く
。　

問
建
設
産
業
の
支
援
に
向

け
て
専
門
部
署
が
必
要
で

は
。

答
産
業
全
体
の
支
援
や
育

成
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、

建
設
産
業
へ
の
対
応
を
し

て
い
く
。
窓
口
は
商
工
課

と
考
え
て
い
る
。

社
会
教
育
委
員
会
議
に
お

い
て
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
課
題
が
今
、

顕
在
化
し
て
い
る
。
今
後
、

市
長
も
前
面
に
立
ち
こ
れ

ら
の
課
題
に
正
面
か
ら
向

き
合
う
べ
き
。

問
こ
の
法
律
に
よ
り
、
行

動
計
画
を
今
年
度
末
ま
で

に
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
。

答
全
庁
的
に
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
市
と
民
間
企
業
の
女
性

管
理
職
の
割
合
は
。

答
そ
れ
ぞ
れ
11
・
１
％
と

31
・
３
％
で
あ
る
。

問
こ
の
差
の
理
由
は
。

答
民
間
は
女
性
に
力
を
発

揮
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

発
展
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
か
ら
だ
と
思
う
。

問
市
の
場
合
、
管
理
職
が

建
設
産
業
の
技
術
者
不

足
も
深
刻
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

何
の
た
め
に
あ
る
の

か
？

問
犯
罪
抑
止
効
果
の
あ
る

防
犯
カ
メ
ラ
・
防
犯
ビ
デ

オ
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
今
の
と
こ
ろ
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。
犯
罪
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

が
重
要
で
あ
り
、
地
域
に

お
け
る
あ
い
さ
つ
運
動
な

ど
に
よ
っ
て
、
住
民
同
士

が
顔
見
知
り
の
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
犯
罪
抑
止
に

繋
が
る
。

問
学
校
で
の
道
徳
教
育
を

家
庭
や
地
域
に
広
く
周
知

で
き
な
い
か
。

答
各
種
団
体
と
の
連
携
を

引
き
続
き
図
る
な
か
で
、

人
と
人
と
の
絆
を
深
め
支

え
あ
う
仕
組
み
を
構
築

し
、
犯
罪
が
抑
止
さ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
。

少
な
い
一
番
の
課
題
は
。

答
女
性
職
員
の
昇
進
へ
の

意
欲
が
低
い
こ
と
で
あ
る
。

問
女
性
が
活
躍
で
き
な
い

問
題
「
男
は
仕
事
・
女
は

家
庭
」
の
概
念
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
。

答
市
と
し
て
は
解
消
に
向

け
て
努
力
し
て
い
る
。

問
保
育
園
児
２
，
２
３
６

人
中
、
障
が
い
児
は
１
３

1
人
、
障
が
い
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
児
童
は
１
４

１
人
い
る
が
、
こ
の
児
童

た
ち
へ
の
支
援
は
。

答
学
童
保
育
は
原
則
利
用

で
き
る
。
ま
た
、
放
課
後

デ
イ
も
需
要
は
満
た
し
て

い
る
。

問
保
育
園
・
幼
稚
園
に
専

門
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
す
る

事
業
が
あ
る
が
、
来
年
度

本
格
実
施
の
考
え
は
。

答
有
益
性
は
高
い
が
課
題

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
早
期
発
見
の
た
め
、
保

健
師
・
保
育
士
・
教
師
の

ス
キ
ル
を
あ
げ
る
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
。

答
更
な
る
研
修
等
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

女
性
活
躍
推
進
法
に
つ
い

て

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
児
童
・
生
徒

だ
け
で
な
く
道
徳
を
広
く

周
知
で
き
な
い
か

市
民
の
生
活
基
盤
を
支
え

る
建
設
産
業
へ
の
振
興
策

を

水門 義昭  議員

藤江 久子 議員

子
ど
も
の
自
立
支
援
策
は

夜
の
景
観
に
も
磨
き
を

問
こ
れ
ま
で
に
緊
急
総
点

検
が
各
地
で
行
な
わ
れ
、

安
全
対
策
が
必
要
な
箇
所

が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
対

応
の
進
捗
状
況
は
。

答
公
表
し
て
い
る
23
か
所

中
、
２
か
所
が
完
了
、
16

か
所
が
対
策
実
施
中
で
あ

る
。
残
り
５
か
所
は
地
元

と
調
整
中
で
、
調
整
が
整

い
し
だ
い
整
備
を
行
う
。

問
「
ゾ
ー
ン
30
」
（
自
動

車
事
故
防
止
の
た
め
区
域

内
で
の
車
の
最
高
速
度
を

時
速
30
キ
ロ
に
制
限
す
る

交
通
規
制
）
の
整
備
の
考

え
は
。

答
公
安
委
員
会
・
道
路
管

理
者
・
学
校
・
地
域
と
連

携
し
安
全
対
策
を
進
め
る
。

問
学
校
周
辺
に
お
け
る
路

側
帯
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
や

注
意
喚
起
等
の
カ
ラ
ー
表

問
高
山
ら
し
い
夜
間
景
観

の
創
出
の
た
め
に
、
看
板

や
明
る
さ
等
の
基
準
を
新

た
に
設
け
る
べ
き
で
は
。

答
八
次
総
に
お
い
て
景
観

計
画
や
屋
外
広
告
物
条
例

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
「
飛
驒
郡
代
高
山
陣
屋

文
書
」
な
ど
、
県
で
保
管

さ
れ
て
い
る
貴
重
な
歴
史

資
料
の
高
山
市
移
管
に
つ

い
て
協
議
の
状
況
は
。

答
平
成
25
年
か
ら
、
史
料

の
一
部
を
借
り
て
飛
驒
高

山
ま
ち
の
博
物
館
で
展
示

示
化
が
さ
ら
に
必
要
で
は

な
い
か
。

答
路
側
帯
の
カ
ラ
ー
舗
装

は
、
道
路
幅
員
、
歩
行
者

数
、
導
線
を
考
慮
し
な
が

ら
整
備
を
進
め
て
い
る
。

注
意
喚
起
表
示
に
つ
い
て

は
危
険
箇
所
の
把
握
を
行

い
交
差
点
付
近
等
の
カ
ラ

ー
表
示
化
に
努
め
て
い
る
。

問
道
路
交
通
法
の
改
正
に

伴
い
、
危
険
な
自
転
車
運

転
を
繰
り
返
す
人
へ
の
罰

則
が
強
化
さ
れ
た
。
自
転

し
て
お
り
、
実
績
を
重
ね

な
が
ら
全
史
料
の
貸
し
出

し
を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

問
史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
べ
き
で
は
。

答
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
は
高
山
市
史
編
纂
の

成
果
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た

い
。

問
総
合
戦
略
に
は
市
民
目

線
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

が
必
要
で
は
。

答
有
識
者
会
議
は
も
と
よ

り
、
若
者
や
女
性
を
含
む

幅
広
い
分
野
や
世
代
か
ら

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
一

緒
に
な
っ
て
戦
略
の
推
進

を
図
り
た
い
。

問
戦
略
推
進
の
司
令
塔
的

な
機
関
と
し
て
創
生
セ
ン

タ
ー
設
置
が
必
要
で
は
。

答
広
域
連
携
協
議
会
や
移

住
戦
略
組
織
な
ど
、
官
民

車
の
危
険
運
転
行
為
に
よ

る
事
故
の
実
態
は
。

答
１
月
〜
10
月
ま
で
、
管

内
で
の
危
険
運
転
行
為
に

よ
る
検
挙
は
な
い
が
、
警

告
は
23
件
あ
っ
た
。

問
更
な
る
交
通
ル
ー
ル
の

厳
守
や
マ
ナ
ー
向
上
に
つ

い
て
は
。

答
一
層
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
り
、
継
続
し
た
啓

発
活
動
を
行
う
。

問
胃
が
ん
の
主
な
原
因
は

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ

菌
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
と
胃

の
萎
縮
度
を
血
液
か
ら
調

べ
る
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

導
入
の
方
向
性
は
。

答
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
や

健
康
増
進
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

増
え
続
け
る
医
療
費
、

介
護
費
を
抑
え
る
上
で
も

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
（
ヘ
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
）
事
業
が
必

要
で
あ
る
。
導
入
の
推
進

を
要
望
す
る
。

協
働
に
よ
る
実
働
組
織
を

立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、

有
識
者
会
議
を
有
効
に
機

能
さ
せ
て
い
く
。

問
高
山
版
政
労
使
会
議
の

よ
う
な
機
能
が
必
要
で
は
。

答
「
し
ご
と
」
分
野
の
関

係
者
を
集
め
、
別
に
会
議

を
開
催
す
る
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
た
い
。

問
防
災
ラ
ジ
オ
の
不
感
エ

リ
ア
解
消
の
た
め
の
技
術

的
な
対
策
は
。　

答
電
波
法
な
ど
に
よ
る
制

約
と
電
波
そ
の
も
の
の
特

性
か
ら
不
感
地
域
が
で
き

る
の
は
避
け
ら
れ
ず
、
共

聴
施
設
な
ど
で
エ
リ
ア
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
避
難
情
報
の
伝
達
が
難

し
い
地
域
へ
の
対
応
は
。

答
町
内
会
長
へ
の
電
話
連

絡
や
直
接
訪
問
な
ど
で
対

応
し
て
い
る
。

問
防
災
ラ
ジ
オ
普
及
に
関

し
、
配
布
方
式
の
見
直
し

を
含
む
方
向
性
の
議
論
は
。

答
利
用
料
金
方
式
と
購
入

方
式
の
選
択
制
に
つ
い
て

協
議
を
継
続
し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

健
康
管
理
と
健
康
増
進
に

つ
い
て

自
転
車
の
安
全
利
用
に
つ

い
て

防
災
情
報
の
伝
達
と
防
災

ラ
ジ
オ
の
あ
り
方

地
方
創
生
の
推
進

文
化
財
に
関
す
る
諸
施
策

山腰 恵一 議員

中筬 博之 議員

安
全
に
登
下
校
で
き
る

環
境
の
整
備
を
！

「ゾーン30」標識

冬の上三之町の夜景
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問
岡
本
町
３
丁
目
に
建
設

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
。

答
プ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
が
計
画
さ
れ
、
再
来

年
春
ご
ろ
オ
ー
プ
ン
予
定

と
聞
い
て
い
る
。

問
議
会
も
健
康
増
進
施
設

整
備
の
決
議
を
提
出
し
て

い
る
。
市
と
し
て
も
建
設

や
運
営
に
支
援
を
。

答
事
業
内
容
を
踏
ま
え
、

市
民
の
要
望
に
対
応
で
き

る
よ
う
協
議
検
討
を
行
う
。

問
本
市
は
歴
史
上
の
人
物
・

偉
人
を
数
多
く
輩
出
し
て

い
る
。
学
び
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
の
郷
土
を
愛
す

る
心
を
醸
成
を
す
る
必
要

か
ら
学
校
で
の
取
り
組
み

問
Ｅ
Ｕ
市
場
に
お
け
る
飛

驒
牛
の
販
売
促
進
は
、
全

世
界
に
飛
驒
牛
ブ
ラ
ン
ド

を
広
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。

　

Ｅ
Ｕ
市
場
に
お
け
る
飛

驒
牛
の
販
売
戦
略
は
。

答
現
地
の
高
級
レ
ス
ト
ラ

ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、

高
級
志
向
の
方
々
へ
飛
驒

牛
の
質
の
高
さ
を
訴
求
す

る
こ
と
に
よ
り
、
販
路
を

開
拓
し
て
い
き
た
い
。

問
飛
驒
牛
と
飛
驒
産
野
菜

を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
す
き

や
き
セ
ッ
ト
」
の
販
売
に

よ
り
北
米
市
場
の
開
拓
を
。

答
飛
驒
牛
の
特
性
を
活
か

せ
る
「
す
き
や
き
」
や
「
し

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
と
い
っ
た

独
自
の
調
理
方
法
と
と
も

に
売
り
込
む
こ
と
で
、
現

は
。

答
中
学
校
で
は
郷
土
の
偉

人
の
活
躍
か
ら
、
そ
の
時

代
の
特
徴
を
つ
か
も
う
と

す
る
授
業
の
実
践
が
行
わ

れ
て
お
り
、
郷
土
教
育
を

推
進
し
て
い
る
。

問
地
域
資
源
と
し
て
捉
え
、

世
界
に
向
け
情
報
を
発
信

す
る
な
ど
観
光
振
興
面
か

ら
の
取
り
組
み
を
。

答
歴
史
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る
。

人
物
像
の
紹
介
と
、
ゆ
か

り
の
地
を
巡
る
コ
ー
ス
の

検
討
と
と
も
に
、
情
報
発

信
に
努
め
て
い
く
。

地
の
牛
肉
と
競
合
す
る
こ

と
な
く
販
路
を
拡
大
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
金
沢
・
白
川
郷
を
経
由

し
、
高
山
市
に
入
り
、
松

本
か
ら
妻
籠
・
馬
籠
宿
経

由
で
名
古
屋
に
至
る
当
ル

ー
ト
を
今
後
の
観
光
戦
略

に
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
。

答
「
魅
力
あ
る
観
光
エ
リ

ア
・
周
遊
ル
ー
ト
の
形
成
」

に
向
け
た
施
策
の
一
つ
に

位
置
づ
け
て
誘
客
を
促
進

し
て
い
き
た
い
。

問
観
光
資
源
と
し
て
「
街

道
」
の
有
効
活
用
を
進
め

て
は
。

答
魅
力
的
な
観
光
資
源
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
海

外
に
向
け
て
情
報
発
信
を

行
う
と
と
も
に
、
ツ
ア
ー

の
造
成
等
、
民
間
事
業
者

現
場
で
確
認
し
た
市
民

の
声
か
ら

北
米
に
飛
驒
牛
の
「
す

き
や
き
セ
ッ
ト
」
を
！

問
斐
太
高
校
校
舎
裏
山
の

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
の
早

期
実
施
を
。

答
今
年
度
か
ら
、
県
が
新

規
事
業
と
し
て
、
延
長

３
６
０
ｍ
の
整
備
を
行
う

と
聞
い
て
い
る
。

問
グ
ラ
ン
ド
南
側
、
近
隣

民
家
が
10
年
前
か
ら
何
回

も
浸
水
被
害
を
受
け
て
い

る
。
排
水
機
能
の
向
上
に

つ
い
て
県
へ
働
き
か
け
を
。

答
宮
川
の
松
本
橋
か
ら
大

八
賀
川
と
の
合
流
点
ま
で

の
区
間
で
、
河
床
の
掘
削

に
よ
る
河
川
改
修
工
事
が

行
わ
れ
る
。
大
八
賀
川
の

流
下
能
力
が
上
が
り
、
側

溝
の
排
水
機
能
が
高
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

に
働
き
か
け
を
し
た
い
。

問
漢
方
薬
の
需
要
の
高
ま

り
等
に
よ
り
、
薬
草
の
栽

培
が
各
地
に
広
が
り
始
め

て
い
る
。

　

休
耕
地
の
活
用
策
と
し

て
薬
草
栽
培
を
奨
励
し
て

は
ど
う
か
。

答
市
の
農
業
の
新
た
な
方

向
性
と
し
て
、
ま
た
、
休

耕
地
の
解
消
策
と
し
て
有

効
で
あ
る
。
農
業
生
産
団

体
等
に
提
案
し
て
い
き
た

い
。

問
人
口
減
少
が
も
た
ら
す

市
民
生
活
・
経
済
活
動
・

行
政
運
営
へ
の
具
体
的
な

影
響
を
市
は
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
の
か
。

答
市
全
体
の
総
生
産
額
は

減
少
し
、
地
域
経
済
の
縮

小
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

現
在
提
供
さ
れ
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
と
そ
の
費
用
負
担

の
関
係
に
つ
い
て
も
見
直

し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と

考
え
る
。

飛
驒
牛
の
販
売
戦
略
に
つ

い
て

人
口
減
少
社
会
が
も
た
ら

す
影
響
に
つ
い
て

薬
草
栽
培
に
よ
る
休
耕
地

の
有
効
活
用
に
つ
い
て

歴
史
上
の
人
物
・
偉
人
を

通
じ
た
ま
ち
づ
く
り

温
水
プ
ー
ル
整
備
を
望
む

市
民
の
声
は
大
き
い 谷澤 政司 議員

指
定
避
難
所
の
斐
太
高
校

及
び
近
隣
町
内
会
の
早
期

の
防
災
対
策
を

「
古
き
良
き
日
本
」
を
巡

る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
（
郷

愁
）・
ル
ー
ト
に
つ
い
て

郷土教育の参観（荘川中学校）

嘉
かねんぼう

念坊善
ぜんしゅん

俊上人の御陵（照蓮寺）

松山 篤夫 議員

問
市
は
平
和
都
市
宣
言
の

検
討
を
し
て
い
る
が
、
非

核
宣
言
の
観
光
都
市
と
し

て
世
界
に
発
信
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

10
月
30
日
に
は
広
島
・

長
崎
両
市
長
を
お
招
き
し

て
の
平
和
サ
ミ
ッ
ト
も
行

わ
れ
た
が
、
非
核
平
和
都

市
宣
言
に
対
す
る
市
の
考

え
は
。

答
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い

て
は
高
山
市
平
和
都
市
宣

言
検
討
会
議
を
設
置
し
議

論
し
て
い
る
。
名
称
を
含

め
広
く
市
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
毎
年
暮
ら
し
が
苦
し
く

な
っ
て
き
た
と
い
う
デ
ー

問
市
内
に
ひ
き
こ
も
り
が

多
い
の
で
は
と
の
声
が
あ

る
。
秋
田
県
藤
里
町
で
は
、

ひ
き
こ
も
り
を
次
々
に
家

か
ら
出
す
こ
と
に
成
功
し
、

全
国
の
注
目
を
集
め
て
い

る
。
藤
里
町
で
は
国
内
で

初
め
て
全
戸
調
査
を
実
施
、

18
歳
か
ら
55
歳
ま
で
の
町

民
１
，
２
９
３
人
の
８
・

74
％
に
当
た
る
１
１
３
人

が
、
長
年
、
仕
事
に
就
け

な
い
状
態
で
、
自
宅
な
ど

に
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

就
労
支
援
施
設
を
開
設
す

る
な
ど
し
て
、
ひ
き
こ
も

っ
て
い
た
１
１
３
人
の
う

ち
、
50
人
以
上
が
家
を
出

て
、
そ
の
う
ち
36
人
が
、

す
で
に
働
き
始
め
て
い
る
。

市
で
も
、
ひ
き
こ
も
り
の

実
態
を
把
握
し
、
支
援
策

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

タ
が
出
て
い
る
。

　

市
民
か
ら
の
声
に
市
は

ど
の
よ
う
に
寄
り
添
う
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
市
の

考
え
は
。

答
最
近
の
灯
油
価
格
の
状

況
は
、
今
年
８
月
以
降
下

落
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

現
時
点
で
福
祉
灯
油
の
実

施
は
考
え
て
い
な
い
。

問
将
来
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
身
も
心
も
豊
か
に
育

つ
た
め
に
、
ど
の
子
に
も

行
き
届
い
た
教
育
が
で
き

る
環
境
が
必
要
で
あ
る
。

　

県
は
35
人
定
員
を
小
学

校
３
年
生
ま
で
と
中
学
１

年
生
で
実
施
し
て
い
る
。

４
年
生
以
上
に
も
少
人
数

学
級
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

市
の
考
え
は
。

答
児
童
生
徒
数
の
減
少
で

学
級
数
が
減
っ
た
こ
と
に

答
ひ
き
こ
も
り
は
デ
リ
ケ

ー
ト
な
問
題
で
、
実
態
把

握
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

現
在
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総

合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

窓
口
と
し
て
、
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
一
般

就
労
に
従
事
す
る
た
め
の

基
礎
能
力
を
形
成
す
る
就

労
準
備
支
援
事
業
や
生
活

困
窮
家
庭
で
の
養
育
相
談
、

学
び
な
お
し
の
機
会
の
提

供
、
学
習
支
援
と
い
っ
た

事
業
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

問
市
が
今
年
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

「
理
想
と
す
る
子
ど
も
の

人
数
」
は
２
・
64
人
に
対

し
、
「
最
終
的
に
持
ち
た

い
子
ど
も
の
人
数
」
は

２
・
09
人
と
な
っ
て
い

る
。

　

「
理
想
よ
り
最
終
的
に

よ
り
、
一
学
級
当
た
り
の

人
数
が
小
学
校
で
10
人
以

上
、
中
学
校
の
場
合
20
人

以
上
増
加
す
る
場
合
に
は

非
常
勤
の
講
師
が
加
配
さ

れ
て
い
る
。

　

ど
の
学
年
に
お
い
て
も

35
人
学
級
を
実
現
す
る
こ

と
は
強
い
願
い
で
あ
る
の

で
、
今
後
も
県
や
国
に
強

く
要
望
し
て
い
く
。

問
教
師
は
毎
日
夜
遅
く
ま

で
仕
事
が
あ
る
の
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
市
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
解
消
へ
の
取

り
組
み
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答
各
小
中
学
校
に
お
い
て

は
様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
お
り
、
教
育
活
動
を

見
直
し
つ
つ
も
教
育
の
質

を
落
と
す
こ
と
な
く
、
多

忙
化
の
解
消
に
努
め
て
い

る
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局
と

し
て
も
文
書
の
精
選
、
報

告
文
書
の
簡
略
化
、
児
童

生
徒
へ
の
配
布
文
書
の
精

選
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い

る
。

持
ち
た
い
子
ど
も
の
人
数

が
少
な
い
理
由
」
の
ト
ッ

プ
は
、
「
子
育
て
や
教
育

に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る

か
ら
」
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
に
お
け
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
策
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

せ
め
て
、
学
校
給
食
費

の
半
額
助
成
を
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
そ
う
し
た
考
え
は
な
い
。

問
事
情
が
あ
り
学
校
へ
行

け
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、

前
も
っ
て
給
食
を
断
れ
ば
、

給
食
費
を
払
わ
な
く
て
も

よ
い
制
度
と
な
っ
て
い
る

が
、
制
度
が
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
状
況
が
あ
る
。
周

知
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
も
学
校
を
通

じ
て
周
知
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
周
知
に
努
め
た
い
。

問
高
校
生
の
通
学
費
に
つ

い
て
、
市
は
貸
付
制
度
を

持
っ
て
い
る
が
、
周
知
さ

れ
て
い
な
い
た
め
利
用
者

が
少
な
い
。
対
応
す
べ
き

で
な
い
か
。

答
周
知
に
さ
ら
に
努
力
し

た
い
。
利
用
し
や
す
い
制

度
へ
の
見
直
し
も
今
後
検

討
し
た
い
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
に
つ

い
て

若
者
や
子
育
て
世
代
の

切
実
な
声
に
こ
た
え
た

具
体
的
な
支
援
策
を

福
祉
灯
油
の
実
施
に
つ
い

て

ど
の
子
に
も
行
き
届
い
た

教
育
の
実
現
を

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

上嶋 希代子 議員

市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り

添
う
市
政
の
実
現
を

牛丸 尋幸 議員
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総務厚生委員会

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て

総
務
厚
生
委
員
会
に
は
10

件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
な
お
、
議
第
92

号
に
つ
い
て
は
起
立
採
決

に
よ
り
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
、
主
な
質
疑

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
議
第
91
号

　

高
山
市
住
民
基
本
台
帳

　

カ
ー
ド
利
用
条
例
を
廃

　

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
運

　

用
開
始
に
伴
い
、
住
民

　

基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
代

　

わ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド

　

の
交
付
及
び
カ
ー
ド
を

　

使
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

　

開
始
す
る
も
の
）

論
点
①
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
利
用
状
況

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

は
11
月
末
で
１
４
，
３
６

５
枚
交
付
し
て
い
る
。

・
そ
の
内
、
印
鑑
登
録
カ

ー
ド
と
し
て
、
約
１
４
，

０
０
０
枚
、
図
書
館
カ
ー

ド
と
し
て
２
３
６
枚
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。

論
点
②
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
廃
止
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
低
下
の
懸
念

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、
有
効
期
限

内
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
利
用
可
能
で
あ
る
。

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
つ

い
て
も
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交

付
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
。

論
点
③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
に

お
い
て
は
、
情
報
漏
え
い

が
な
い
よ
う
何
重
に
も
チ

ェ
ッ
ク
を
す
る
。

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
紛

失
し
た
場
合
は
、
国
が
設

置
し
た
24
時
間
対
応
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を

し
て
い
た
だ
き
カ
ー
ド
の

利
用
を
停
止
す
る
。
カ
ー

ド
交
付
時
に
は
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
説
明
す

る
。　

◆
議
第
92
号

　

高
山
市
行
政
手
続
き
に

　

お
け
る
特
定
の
個
人
を

　

識
別
す
る
た
め
の
番
号

　

の
利
用
等
に
関
す
る
法

　

律
に
基
づ
く
個
人
番
号

　

の
利
用
に
関
す
る
条
例

　

に
つ
い
て
（
市
の
機
関

　

内
に
お
い
て
個
人
番
号

　

を
利
用
し
た
情
報
連
携

　

を
行
う
も
の
）

論
点
①
情
報
連
携
を
行
う

事
務
の
範
囲

・
現
段
階
に
お
い
て
、
教

育
委
員
会
で
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
使
う
事
務
が
な
い

た
め
教
育
委
員
会
と
は
情

報
連
携
を
行
わ
な
い
。

論
点
②
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策・
全
職
員
へ
の
研
修
や
シ

ス
テ
ム
回
線
を
分
離
す
る

な
ど
人
的
、
物
的
の
対
策

を
行
っ
て
い
る
。

◆
議
第
93
号

　

高
山
市
積
立
基
金
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
等

　

の
条
例
に
つ
い
て
（
既

　

存
基
金
を
整
理
統
合
、

　

市
民
文
化
会
館
整
備
基

　

金
を
設
置
す
る
も
の
）

論
点
①
市
民
文
化
会
館
の

整
備
と
基
金
の
あ
り
方

・
市
民
文
化
会
館
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
規
模
や
建

設
場
所
も
含
め
、
今
後
検

討
す
る
。

・
こ
れ
ま
で
の
土
地
取
得

を
目
的
と
し
た
基
金
か
ら
、

土
地
取
得
も
含
め
た
整
備

を
目
的
と
し
た
基
金
と
す

る
。
市
民
文
化
会
館
の
整

備
は
、
第
八
次
総
合
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

計
画
的
な
財
政
措
置
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

論
点
②
市
民
文
化
会
館
を

含
め
た
施
設
全
体
の
老
朽

化
に
対
す
る
基
金
整
備

・
公
共
施
設
の
総
合
管
理

計
画
の
策
定
を
す
す
め
る

中
で
必
要
が
あ
れ
ば
改
め

て
相
談
し
た
い
。

◆
議
第
98
号　

　

高
山
市
放
課
後
児
童
健

　

全
育
成
事
業
の
設
備
及

　

び
運
営
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
に
つ
い

　

て
（
事
業
の
設
備
及
び

　

運
営
に
関
す
る
基
準
を

　

制
定
す
る
も
の
）

◆
議
第
99
号　

　

高
山
市
留
守
家
庭
児
童

　

教
室
の
設
置
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正

付
託
議
案
の
審
査

　

す
る
条
例
に
つ
い
て（
市

　

が
実
施
し
て
い
る
留
守

　

家
庭
児
童
教
室
を
放
課

　

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
名
称

　

変
更
し
、
そ
の
事
業
内

　

容
を
拡
大
す
る
も
の
）

※
一
括
議
題
と
し
て
審
査

し
ま
し
た
。
ま
た
、
審
査

に
あ
た
り
現
地
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

論
点
①
6
年
生
ま
で
の
受

入
拡
大
の
体
制
整
備

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
入
室
希
望
者
数
は
、
全

体
で
１
，
０
４
０
人
、
そ

の
内
、
４
年
生
以
上
は

１
４
０
人
で
あ
る
。

・
対
象
児
童
の
拡
大
に
よ

る
施
設
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
学
校
側
と
調
整
し
、

特
別
教
室
な
ど
を
利
用
す

る
。

・
既
に
指
導
員
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

論
点
②
生
き
る
力
の
育
成

な
ど
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
対
す
る
配
慮
や
福

祉
と
教
育
の
連
携

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

中
で
配
慮
す
る
。

・
福
祉
と
教
育
の
連
携
は

で
き
て
い
る
。

発行が開始された個人番号カード

整備が計画されている市民文化会館

文教産業委員会

農業委員会委員と意見交換

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て

文
教
産
業
委
員
会
に
は
3

件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
議
案
と
主
な
質

疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
議
第
101
号 

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に

　

つ
い
て
（
高
山
市
荒
城

　

農
業
体
験
交
流
館
の
指

　

定
管
理
者
を
指
定
し
よ

　

う
と
す
る
も
の
）

論
点
①
施
設
の
利
用
状
況

・
平
成
26
年
に
農
業
体
験

を
行
っ
た
小
学
生
は
65
名

で
あ
る
。
里
山
の
暮
ら
し

伝
承
保
存
事
業
講
座
は
年

間
50
回
行
っ
て
い
る
。

・
農
業
体
験
は
、
農
家
な

ど
地
域
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
来
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

論
点
②
指
定
管
理
者
の
こ

れ
ま
で
の
評
価
と
今
後
の

運
営
に
対
す
る
期
待

・
当
団
体
は
専
門
的
な
知

識
を
有
し
、
組
織
力
も
あ

り
、
農
家
と
も
密
接
な
関

係
を
築
い
て
い
る
。
今
後

も
安
定
し
た
管
理
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

・
設
置
目
的
で
あ
る
「
子

ど
も
た
ち
へ
の
食
育
」
、

「
地
域
の
伝
統
文
化
の
伝

承
」
の
達
成
の
た
め
に
、

更
に
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加

者
は
増
え
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

◆
議
第
102
号

　

国
府
小
学
校
北
舎
大
規

　

模
改
修
工
事
（
建
築
）

　

請
負
契
約
の
変
更
に
つ

　

い
て

◆
議
第
103
号

　

松
倉
中
学
校
校
舎
大
規

　

模
改
修
工
事
（
建
築
）

　

請
負
契
約
の
変
更
に
つ

　

い
て
（
国
府
小
学
校
北

　

舎
と
松
倉
中
学
校
校
舎

　

の
大
規
模
改
修
工
事
の

　

契
約
金
額
を
増
額
変
更

　

し
よ
う
と
す
る
も
の
）

※
一
括
議
題
と
し
て
審
査

し
ま
し
た
。

論
点
①
設
計
業
務
や
変
更

契
約
に
対
す
る
市
の
考
え

方・
設
計
段
階
で
は
目
視
等

に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
が
、

外
壁
等
の
著
し
い
劣
化
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
。

・
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ

て
い
た
の
は
目
視
で
き
な

い
部
分
の
シ
ー
リ
ン
グ
材

で
あ
り
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を

含
む
こ
と
を
予
測
す
る
の

は
困
難
で
あ
っ
た
。

・
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
は

建
設
当
時
の
設
計
書
に
も

記
載
が
な
く
、
施
工
中
に

疑
わ
し
い
も
の
が
発
見
さ

れ
、
成
分
検
査
を
行
っ
て

初
め
て
判
明
し
た
。

・
今
回
の
シ
ー
リ
ン
グ
材

に
含
ま
れ
て
い
た
ア
ス
ベ

ス
ト
は
、
非
飛
散
性
で
、

一
般
の
建
築
材
な
ど
に
も

含
ま
れ
、
解
体
時
な
ど
を

除
け
ば
、
日
常
は
特
別
な

管
理
を
必
要
と
し
な
い
と

さ
れ
て
お
り
、
解
体
時
は

適
切
に
処
分
し
た
。

論
点
②
補
助
金
へ
の
影
響

・
国
か
ら
の
補
助
金
は
、

当
初
か
ら
上
限
を
超
え
て

い
る
た
め
変
更
は
な
い
。

【
11
月
26
日
】

高
山
市
農
業
委
員
会…

25
名

◎
テ
ー
マ

こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興
に

つ
い
て

●
主
な
意
見

・
子
ど
も
の
頃
か
ら
飛
驒

の
食
材
を
食
べ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
そ
の
子
が
市
外

へ
出
て
も
地
元
の
支
え
と

な
っ
た
り
全
国
へ
の
発
信

に
つ
な
が
る
。
給
食
に
地

元
産
食
材
を
使
え
る
体
制

を
。

・
兼
業
農
家
が
減
り
、
大

き
な
農
家
に
農
地
が
集
約

さ
れ
て
き
て
い
る
が
管
理

が
難
し
い
。
農
業
用
施
設

の
早
急
な
整
備
を
。

・
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
が

高
齢
化
し
て
い
る
た
め
若

い
隊
員
の
育
成
を
。
ま
た

射
撃
場
の
早
期
建
設
を
。

・
飛
驒
牛
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り

流
通
が
確
保
さ
れ
て
も
頭

数
が
い
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。
頭
数
を
増
や
す
た

め
に
も
初
期
投
資
を
少
な

く
新
規
就
農
で
き
る
施
策

を
。

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
つ
い
て

は
、
素
早
い
対
応
を
。

付
託
議
案
の
審
査

分
野
別
市
民
意
見

交
換
会
の
報
告

【
12
月
15
日
】

飛
驒
春
慶
連
合
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　

 

…
５
名

◎
テ
ー
マ

飛
驒
春
慶
連
合
協
同
組
合

の
土
地
、
建
物
売
却
に
関

す
る
要
望
書
（
陳
情
第
11

号
）

※
9
月
25
日
に
市
議
会
へ

提
出
さ
れ
た
要
望
書
に
つ

い
て
、
代
表
の
方
々
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

飛
驒
春
慶
連
合
協
同
組
合

の
土
地
と
建
物
を
市
へ
売

却
し
た
い
と
い
う
要
望
に

至
っ
た
組
合
の
状
況
等
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
文
教
産
業
委
員
会
と

し
て
、
今
後
、
対
応
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

飛驒春慶連合協同組合と意見交換

高山市議会ぎかいだより 第22号 14高山市議会ぎかいだより 第22号15
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る
訓
練
や
対
応
が
必
要
で

あ
る
。

・
現
場
を
把
握
し
て
排
雪

対
応
を
。

・
そ
の
他
、
市
へ
提
出
さ

れ
た
要
望
書
等
に
関
す
る

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

【
10
月
29
日
】

高
山
市
消
防
団
本
部…

11
名

◎
テ
ー
マ

消
防
団
員
確
保
策
及
び
加

入
促
進
に
係
る
課
題
に
つ

い
て

●
主
な
意
見

・
新
入
団
員
を
確
保
で
き

な
い
こ
と
か
ら
退
団
で
き

ず
、
年
齢
層
が
高
く
な
る

状
況
は
市
消
防
団
全
体
の

構
造
的
な
問
題
で
あ
る
。

・
消
防
団
活
動
に
お
け
る

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

【
６
月
29
日
】

高
山
市
建
設
業
連
絡
協
議

会　
　
　
　
　
　

 
…
10
名

◎
テ
ー
マ

災
害
（
豪
雨
・
豪
雪
）
対

応
へ
の
課
題
に
つ
い
て

●
主
な
意
見

・
高
山
市
建
設
業
連
絡
協

議
会
と
の
災
害
応
援
協
定

の
締
結
が
必
要
で
あ
る
。

・
応
援
協
定
締
結
後
も
、国
・

県
の
よ
う
な
安
全
に
対
す

べ
く
女
性
団
員
の
入
団
促

進
を
進
め
て
い
る
が
、
家

事
・
子
育
て
等
の
条
件
ク

リ
ア
が
課
題
で
あ
る
。

・
就
農
に
よ
る
Ｕ
タ
ー
ン

実
績
は
あ
る
が
、
地
元
に

雇
用
を
生
み
若
者
が
戻
れ

る
環
境
が
必
要
で
あ
る
。

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
が

増
加
す
る
な
か
、
団
員
雇

用
事
業
所
へ
消
防
団
活
動

の
理
解
と
協
力
を
求
め
る

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

・
消
防
団
入
団
の
敬
遠
理

由
に
操
法
が
あ
り
、
現
役

団
員
の
な
か
に
も
操
法
が

大
変
だ
と
い
う
意
見
が
あ

る
。

・
消
防
団
に
対
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
市
民
へ

活
動
状
況
等
を
正
し
く
伝

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・
消
防
団
の
魅
力
・
役
割

を
再
認
識
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。

・
消
防
団
と
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
及
び
町
内
会
と
の

連
携
体
制
の
強
化
を
進
め
、

消
防
団
を
地
域
（
ま
ち
協
）

で
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
。

・
消
防
団
活
動
の
安
心
・

安
全
の
観
点
か
ら
、
支
団

間
で
格
差
の
な
い
資
器
材
・

装
備
等
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
。

・
中
学
生
へ
の
出
前
講
座
、

小
中
学
生
の
防
災
学
習
な

ど
、
若
い
時
か
ら
消
防
に

対
す
る
意
識
を
醸
成
す
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

・
そ
の
他
、
消
防
団
活
動

に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
調
査
と
し
て
、

高
山
駅
周
辺
整
備
事
業
の

実
施
状
況
（
高
山
駅
舎
及

び
自
由
通
路
の
整
備
状
況
）

に
つ
い
て
、
11
月
20
日
に

現
地
視
察
を
し
ま
し
た
。

高
山
駅
東
西
の
駅
前
広
場

を
つ
な
ぐ
自
由
通
路
整
備

は
、
橋
上
駅
舎
化
と
一
体

的
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、

駅
西
側
か
ら
も
直
接
高
山

駅
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
駅
利
用
者
の
利
便
性

が
向
上
し
ま
す
。
自
由
通

路
の
整
備
に
よ
り
、
駅
東

西
の
人
の
移
動
が
活
発
化

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、

駅
西
側
の
交
流
広
場
と
駐

車
場
は
、
市
民
が
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
や
交
流
活
動
で

集
い
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

観
光
都
市
〝
高
山
〞
の

玄
関
口
と
し
て
多
く
の
観

光
客
を
お
迎
え
す
る
新
た

な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

平
成
28
年
秋
の
完
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
交
流
広
場
及
び

駐
車
場
、
駐
輪
場
整
備
は

平
成
29
年
度
整
備
予
定
で

す
。

分
野
別
市
民
意
見

交
換
会
の
報
告

高
山
駅
舎
・
自
由
通
路

整
備
状
況
の
現
地
視
察

基盤環境委員会

意見交換会の様子（建設業連絡協議会）

意見交換会の様子（消防団本部）

現地視察の様子

飛驒地域議員研修会を開催
～これからの議会改革に期待されるもの～

　平成27年11月30日、飛驒地域議長サ
ミット主催による飛驒地域議員研修会が、
3市１村の議会議員55人の参加のもと本
市で開催されました。
　当日は、自治体議会改革フォーラム代
表である法政大学法学部教授の廣

ひろ せ

瀬克
かつ や

哉
氏から「これからの議会改革に期待され
るもの」とのテーマでご講演いただきま
した。
　その内容の一部を紹介します。

議会の活性化は市民にとってメリットか？　～議会のレベルアップが行政の質を高める～
　議会改革は次のステップへ　～問われる成果～
　全国で700を超える自治体が議会基本条例を制定し、議会改革は着実に普遍化してきた。
高山市議会は議会改革度において全国でも上位にランキングされているが、次のステップとして実体的な
「成果」が問われている。
　議会審議の活性化によるメリット、開かれた議会の実現による効果、政策機能の強化による市民への恩
恵などが、実感されることで「私たちの声は届いている」と、信頼される議会となると感じている。

発見のあるドラマチックな議会審議へ　～多角的なチェックと多様な民意の吸い上げ～
　一問一答や反問権・議員間討議など質問・質疑を変える工夫や、基礎資料の充実など出揃ったツールを
いかに使いこなすか、また、地域へ出向いての市民意見交換会や公聴会・参考人招致など、市民との関係
を変える方策の積極的な活用がカギとなっている。
　議論を通じて論点・争点を見える化し、何が課題かをあぶり出すプロセスを踏むことで、議会を通るこ
とによる「意思決定の品質保証」が信頼を生み出すと考える。

　高山市議会は議会基本条例を制定して５年という節
目にあたり、①議員の身分・待遇、②議員の政治倫理、
③議会活動の評価、④議会と市民の関係、⑤議会活動、
⑥議会の体制整備等を論点として、全議員による議論
の場として「議会基本条例推進協議会」を設置し、分
科会やワーキンググループ方式を取り入れながら、議
会改革の検証を進めています。廣瀬克哉教授には高山
市議会のアドバイザーとして今後もご指導いただくこ
とになっております。

手間のかかるプロセスこそ大事
　仮に「原案のとおりの可決」であったとし

ても、「すべて市長にお任せ」という可決の

場合と、議会が「多様な角度からしっかりと

チェック」した上での可決とでは、決定の質

や信頼性がまったく違います。

　手間のかかる議会審議が必要なのは、そ

ういう質を確保するためなのです。

　　　　　　　　法政大学教授　廣瀬克哉
自由通路及びJR高山駅　完成イメージ

至 富山方面

至 岐阜方面

高山市議会ぎかいだより 第22号 16高山市議会ぎかいだより 第22号17

飛驒地域議員研修会 委員会報告



地域別市民意見交換会の報告
～「協働のまちづくり」に対する市民の意見と議会の考え方～

　高山市議会では、議会の活動について報告するとともに、市政全般について各地域の皆さんと意見交換
を行う地域別市民意見交換会を開催しています。
　今年度は、平成27年11月４日から11月27日までの間に、市内21会場において開催し、延べ522人の市民の
皆様にご参加いただきました。いただいたご意見は、議員全員で共有するとともに、各常任委員会におけ
る政策課題の調査・研究などを通じて、政策提言等につなげてまいります。なお、今回の意見交換会にお
いては、今年度からスタートした「協働のまちづくり」に関するご意見を数多くいただきました。
　第八次総合計画では、今後の市政運営においては、人口減少・少子高齢化の進展、経済環境の変化など様々
な課題が山積しており、多様化・複雑化する市民ニーズや行政課題に、これまでのような仕組みや体制で
対応していくには限界があるため、市民が主役という考えのもと、地域社会を構成する多様な主体が協働
してまちづくりに取り組む、「協働のまちづくり」をすすめるとしています。
　議会としては、「協働のまちづくり」が今後のまちづくりの方向
性を左右する重要な取り組みであるゆえ、その取り組みにあたって
は、拙速な対応、行政からの一方的な押しつけではなく、地域が今
まで培ってきた歴史、地域の特性、住民感情等を十分に踏まえ、十
分な議論をするなかで、みんながあるべき姿を共有しながら、すす
める必要があると考えています。そうした点を踏まえ、第八次総合
計画の策定時においても、「協働のまちづくりに対する市民意識の
醸成と推進体制の整備」、「地域と行政が対等の立場で地域づくりに
ついて議論できる場の検討」などを内容とする政策提言を市長に提
出したところです。
　「協働のまちづくり」に関する取り組みの現状や今回の意見交換会でいただいたご意見を踏まえ、現時点
における議会の考え方をお示しします。

項　目 市の主な取り組み 市民からのご意見 現時点における議会の考え方

協

働

の

ま

ち

づ

く

り

目　
　

的

・市民が主役という理念のもと、地
　域社会を構成する多様な主体が、
　お互いの存在意義を認識し、尊
　重し合い、お互いの持てる能力を
　発揮し、ともに手を携えて、まちづ
　くりに取り組む

・目的がよくわから      
　ない
・協働のまちづくり
　の必要性が多くの
　市民に浸透してい
　ない
・高山地域と支所地
　域等地域間で、協
　働のまちづくりに
　ついて捉え方に温
　度差がある

・ これからのまちづくりにおいては、地方分
権の進展に伴う自立した個性豊かなまちづ
くり、地域に誇りと愛着を持ったまちづく
りが求められている
・ 協働のまちづくりへの取り組みはその一助
となるものであり、大いに期待している
・一方、協働のまちづくりへの取り組みは、
　地域と行政があるべき姿を共有しながら、
　十分な議論をすすめるなかで、熟度を増し
　ていく取り組みである
・拙速な対応、行政からの一方的な押しつけ
　になっていないか、と懸念している
・市民説明会は開催されているものの、将来
　につながる地域づくりを市民自らが積極的
　に取り組もうという意識の醸成には至って
　いないとの感はぬぐえない
・協働のまちづくりの必要性も含め、更なる
　市民意識の醸成が必要である。また、協働
　のまちづくりの推進にあたっては、地域に
　おけるこれまでの取り組みや地域の特性を
　考慮すべきである
・加えて地域の意見の反映、企画・運営、財
　源、まちづくり方針の決定等、推進に伴う
　さまざまな課題への対応が図れるよう、相
　談窓口や支援体制も整えるべきである

取　

り　

組　

み

・平成23年度
　　社会教育委員や地域基幹組
　　織等との議論を開始
・平成25年度
　　モデル地区（花里・一之宮）で
　　の取り組み、市民説明会の開
　　催（21回）、各地区準備委員
　　会の立上げ　等
・平成26年度
　　各地区でまち協設立　等
・平成27年度
　　各地区まち協の活動開始、　
　　まちづくり協議会円卓会議・
　　連絡会議の設置　等

項　目 市の主な取り組み 市民からのご意見 現時点における議会の考え方

ま
　

ち
　

づ
　

く
　

り
　

協
　

議
　

会

位
置
づ
け

・主体的に地域の維持・改善・
　振興に取り組む地域を支える
　担い手
・市はまち協とともに協働して
　地域課題の解決に取り組む
・市内20地区に設置

・ 地域課題の解決に
向けた支援の更な
る拡大（解決策の
提示等）が必要で
ある
・議会とまち協との
　関わりが不透明で
　ある

・協働のまちづくりは、地域と行政が相互補
　完関係のなかですすめるものである
・地域と行政が対等の立場で地域づくりにつ
　いて議論する場を設けるなど、互いの役割
　と責務を明確にし、それをともに共有する
　ことが必要である
　また、設置単位の妥当性について検証する
　必要性がある
・議会としても、まち協との関わりを整理す
　るなかで、その責務と役割を果たしていく

組
織
体
制

・企画調整機能
　　地域課題等の集約、まちづ
　　くり方針・計画の策定　等
・実行機能
　　事業の調整・実施
・事務局
　　スタッフの配置

・役員の事務量が多
　く、負担となって
　いる
・委ねられた事務に
　対応できるだけの
　資質がない
・役員のなり手不足
　を懸念している

・企画調整機能を担うことに対する役員の負
　担など、地域づくりについて、まち協に委
　ねすぎている面もあるのではないか、と懸
　念している
・まち協が担う役割や機能について検証する
　必要がある
・また、持続可能な組織とするためには、地域
　づくり活動を担う人材の育成も不可欠である
・地域づくり型生涯活動等の考え方をベースと
　した人材育成プログラムを構築すべきである
・加えて、地域基幹組織（町内会等）との関わ
　りをはじめ、市民活動団体・福祉団体等地
　域の多様な主体が参画し、連携・協議・議
　論できる仕組みづくりについて検討する必要
　がある

財
政
的
な
支
援

・協働のまちづくり支援金　  
　（補助金）を交付
・均等割・人口割・面積割によ
　り各地区に配分（総額２億５
　千万円）
・まち協が策定するまちづくり
　方針・計画に基づく事業が対
　象
・事業計画に基づく特定目的の
　ための積立は可能

・支援金は制約があ
　り運用しづらい
・支援金の配分にあ
　たっては地域の実
　情に考慮すべきで
　ある

・地域づくり活動はどうあるべきかという視
　点からの議論が不十分ではないか、と懸念
　している
・そうした議論を踏まえながら、地域の実情
　に応じた支援金の配分方法をはじめ、地域
　の自由裁量を拡大し、地域のニーズに応じ、柔軟
　に活用できる財政支援の仕組みを検討する
　必要がある（支援金の原資は税金であると
　いうことを前提としたうえで）

人
的
な
関
わ
り

・まち協の企画調整機能に地区
　担当職員（市長任命・各地区
　２名）が参画
・まち協の運営や事務等を支援
　する職員を担当部署に配置
・すべての職員は居住地区のま
　ちづくり活動に積極的に参加

・協働のまちづくり
　の考え方が市役所
　各部署で共有され
　ていない

・協働のまちづくりの推進にあたっては、行
　政も一丸となって取り組む必要がある
・市役所各部署が強固に連携して取り組むこ
　とができる組織体制を構築する必要がある
・また、地区担当職員がまち協において有効
　に機能しているか、その職務を果たせてい
　るか等検証する必要がある

要
望
へ
の
対
応

・環境整備に関する町内会から
　の要望等は、まち協が取りま
　とめ市に提出（原則）
・市道及び付帯する水路の維持・  
　修繕に係る事業は、予算枠（各
　地区１千万円）を設け、地区で検
　討した優先順位を踏まえて市が
　実施

・各地区は、面積・
　人口等が異なるた
　め、予算枠が同額
　というのはおかしい
・地区での優先順位
　づけは賛否両論が
　ある（賛成：地域の
　主体性が反映され
　る、反対：利害関係
　もあり困難・役員が
　過度な責任を負う）

・まち協のスタート時点において、こうした
　仕組みを設けることに無理があったのでは
　ないか（まち協の活動の熟度が高まった段階で
　導入すべきではなかったのか）も含め、十分な検
　証が必要である
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地域別市民意見交換会の様子



古紙パルプ配合率80％再生紙を使用

編　

集　

後　

記

開会日 曜日 会　議　内　容 場　所

2/29 月 午前９時30分　本会議 議場

3/1 火 午後１時30分 常任委員会
（議案付託された委員会のみ開催） 各委員会室

3 木 午前10時　一般質問通告締切

8 火 午前９時30分　本会議（一般質問） 議場

9 水 午前９時３０分　本会議（一般質問） 議場

10 木
午前９時３０分　本会議（一般質問） 議場
本会議終了後　 議会運営委員会 全員協議会室

14 月 午前９時30分　総務厚生委員会 全員協議会室

15 火 午前９時30分　文教産業委員会 全員協議会室

16 水 午前９時30分　基盤環境委員会 全員協議会室

17 木 午前９時30分　予算決算特別委員会 全員協議会室

18 金 午前９時30分　予算決算特別委員会 全員協議会室

22 火 午前９時30分　予算決算特別委員会 全員協議会室

23 水 午前９時30分　本会議 議場

※日程は変更する場合があります。

平成28年 高山市議会 3月定例会日程

高山市議会　平成27年度　
第2回 市民意見交換会のご案内

　高山市議会では、市民の多様な意見を把握し、市政への政策提言に反映させるため市民意見交換
会を開催しております。今回の市民意見交換会は、これからの高山市を担う高校生の皆様の率直な
声を伺うことを目的に、斐太高校、飛驒高山高校、高山工業高校、高山西高校のご協力をいただき
開催します。
　皆様のご来場をお待ちしております。

　　日　時　　● 平成２８年２月１４日（日）
　　　　　　　　第１部　午後 1：00～ 2：00　　第２部　午後 2：10～ 3：15
　　　　　　　　まとめ　午後 3：30～ 4：00
　　場　所　　● 高山市役所　５階　議場、各委員会室等
　　内　容　　● 第１部／高校生の意見発表会（議場）
　　　　　　　　　４つの高校の生徒（5グループ）が、高山市の課題や
　　　　　　　　  将来の展望などをテーマに意見発表を行います。
　　　　　　　● 第２部／意見交換会（各委員会室等）
　　　　　　　　　各校の生徒と議員が発表された内容について意見交換を行います。　　　　
　　　　　　　　　  ● まとめ／意見交換内容のまとめ（議場）
　　　　　   　　　意見交換会のまとめを議員が発表します。
　　申込み　　● 傍聴をご希望の方の申し込みは不要です。当日会場にお越しください。
　　　　　　　  なお、会場の席には限りがありますのでご了承ください。

　　お問い合わせ先　高山市議会事務局　
　　　　　　 　　　電話 0577－35－3152　FAX 0577－35－3170
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